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慢性複雑性尿路感染症 に対す るtemafloxacinの 臨床 的検討

植田省吾 ・田中英裕 ・架林裕二 ・野田進士

久留米大学医学部泌尿器科学教室率

(主任:野 田進士教授)

Temafloxacinの 慢 性複 雑 性尿 路 感染 症 に対 す る臨床 的 検討 をお こな い以下 の結 果 を得

た。

1)対 象17例 におい て,主 治医 判定 で は著 効3例 ,有 効8例,や や有 効3例,無 効3例 で

あ り,UTI薬 効評 価基準 合致 例 は12例 で,著 効2例,有 効6例,無 効4例 で,総 合有効率 は

66.7%で あ った。

2)細 菌学 的 には18株 中14株(77、8%)が 除菌 された。

3)副 作 用 は自他 覚 的に は特 に認 めず,臨 床 検査 値上 では1例 に軽度 のGOTの 上 昇が認

め られた。
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Temafloxacin(TMFX)は ニ ュー キ ノロ ン系 合成 抗 菌

剤 で グラム陽性,陰 性菌 に広 い抗 菌 スペ ク トラム を有

し,殺 菌 的 に作 用す る。 体内動態 で も,各 臓器へ の移

行 は良 好 で血 中半 減期 は7時 間 と長 く,尿 中 に70～

80%が 排 泄 され る1)。

今 回,TMFXの 慢 性複雑 性尿 路感 染症 に対 す る有効

性 と安全性 につ いて検討 を加 えたので報告 す る。平 成

2年10月 よ り平成3年6月 までの 問,久 留米 大学医学 部

泌尿 器科及 びそ の関連施設 にお いて加療 をお こなった

慢性 複雑性 尿路 感 染症17例 を対 象 と した。25～78歳

の男 性11例,女 性6例 であ る。投 与方法 は本剤300mg

を1日2回,朝 夕食後 に5日 間連続投与 し,効 果の判定

お よび副作用 につ いて検 討 した。臨床効果の判定は主

治 医及 びUTI薬 効評 価 基準(第3版)2)に 基づ いておこな

った。

対 象17例 の詳細 をTable1-1,1-2に 示 す。主治医判

定で は著 効3例,有 効8例,や や有効3例,無 効3例 で

あ った。UTI薬 効 評価 基 準 に よる総合 臨 床効 果で は

Table 1-1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with temafloxacin

CCP: chronic complicated pyelonephritis NFR: glucose non-fermentative gram-negative rods

* before treatment

after treatment
**

UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Dr.: Dr.'s evaluation

rt.: right

lt.: light

*〒830久 留米市旭 町67
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Table 1-2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with temafloxacin

CCP: chronic complicated pyelonephritis

CCC: chronic complicated cystitis

PPI: post-Drostatectomv infection

BPIF. benign prostatic hyperplasia

CNS: coagulase-negative Staphylococcus

It.: light

* before treatment

after treatment
**

UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Dr.: Dr.'s evaluation
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Table 2に 示 す ご と く,合 致例 は12例 で著 効2例,有

効6例,無 効4例 で あ った。膿 尿 に対 す る 効果 で は正

常 化3例,改 善2例,不 変7例 で あ り,細 菌尿 に対 す る

効 果で は菌 消失7例,菌 交代1例,不 変4例 であ った。

疾 患病 態 群別 で はTable3に 示 す ご と くで,単 独 菌感

染症6例,複 数菌感 染症6例 で,そ れぞれ83,3%,50、0%

の有効率 で あ った。 また,カ テーテ ル留 慨例 は2例 で,

有 効,無 効 の 各1例 で あ っ た。 細 菌 学 的 効 果 で は

Table4の ご と くPseudmonas aeruginosa,Enterocooeus

facealisな ど18株 が 分離 され,P.aeruginosaは6株 中4株,

E.faecalisは5株 中4株 が除菌 され,全 体 では14株 が除

菌 され,77,8%の 除菌 率で あ った。MICと 細 菌学 的効

果 との関係 では,100μg/ml以 下 で はE.faecalis(MIC:

6.25μg/ml)の1株 を除 き,す べ て除菌 され た。 投与 後

出 現 菌 で はTable 6に 示 す ご と くcoagulase-negative

Staphylococcus等,8株 が認 め られた。 副作 用 で は 自他

覚 的 に は特 に認 め ず,臨 床 検査 値 にお い て は,症 例

16に お い てS-GOTが12KUか ら43KUへ 上 昇 し,本 剤

と関係 が あるか もしれ ない と思 われた。

Table 4. Bacteriological response to temafloxacin

in complicated UTI

*regardless of bacterial count

Table 2. Overall clinical efficacy of temafloxacin in complicated UTIs

Table 3. Overall clinical efficacy of temafloxacin according to type of infection
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Table 5. Relation between MIC and bacteriological response to temafloxacin treatment in complicated UTI

No. of strains eradicated / No. of strains isolated

ND*: not done

Table 6. Strains* appearing after temafloxacin

treatment in complicated UTI

*regardless of bacterial count

CNS: coagulase-negative Staphylococcus

NFR: glucose non-fermentative gram-negative rods

TMFXは 優 れた抗 菌力 を有 し,グ ラム陽性菌,陰 性

菌,嫌 気性菌,ク ラ ミジアな どに強い抗 菌力 を示 し殺

菌的に作用 し,ま た,臓 器 移行 は良好で,尿 中排 泄率

は70～80%で あ り1,3,4),本 剤 は尿路 感染 症 に対 して

も有用であろう と考 え られる。今 回,対 象 と したの は,

すべて慢性複雑性尿 路感染症 で あ り,主 に中等症 の感

染症であ ったが,UTI判 定 で も66 .7%と 良好 な成 績 で

あった。 また,細 菌学 的 に もE.faecalis,P .aeruruginosa

な どが多 く分離 された に も関 わ らず,そ の多 くが除菌

され,MICが100μg/ml以 下 の株 の 多 くが 除 菌 され,

尿 中排 泄 の良 さを反映す る結 果 であ った。副作 用 にお

い ては,自 他 覚的 に は特 に認 めず,臨 床 検査値 上 にお

い て も軽 度 のGOTの 上昇 が認 め られ た のみ で,安 全

な薬 剤で ある と考 え られ る。 この ように本剤 は中等症

の慢性 複雑性 尿路 感染症 に対 し有 用 な薬 剤で あ ると考

え られ る。

<関 連施設>大 牟 田市 立病 院
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Temafloxacin in chronic complicated urinary tract infections
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67 Asahimachi, Kurume 830, Japan

Temafloxacin (TMFX), a new quinolone, was evaluated for clinical efficacy and safety in the

treatment of chronic complicated urinary tract infections. The following results were obtained.

1) The response to TMFX treatment was clinically evaluated by the attending docters as

excellent in 3 patients, good in 8, fair in 3 and poor in 3. Based on the Japanese UTI Committee's

criteria, it was evaluated as excellent in 2 cases, moderate in 6 and poor in 4.

2) Bacteriologically, 14 of the 18 strains were eradicated.

3) No clinical adverse reactions were observed in any of the patients. Laboratory findings

revealed slight elevation of GOT in 1 patient.


